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コメント 回答

JAQGウェブに関し、例えば、問題点をフランク
に討議する掲示板があればいいと思います。

ウェブ検討WGで検討致します。

力量管理に関する具体的なガイドライン等資
料が参考配布されると良い。

力量管理に関する資料は，IAQGにて開発中です。公開され
次第，要員能力検討WGにて翻訳を行い，翻訳版をJAQG
ウェブサイトに公開する計画です。

納入ソフトウェアに対するQMS要求事項である
SJAC 9115規格について、より広く展開するこ
とを期待します。

9115規格の展開のためIAQGが作成した展開支援文書を和
訳してJAQG HPに公開する予定です。本文書は9115の内容
補足、適用方法等について記述しており、9115の理解を深め
るものと考えています。
また，9100次期改正に合わせて、9100シリーズ規格の一つと
して9115も改正予定であり、今後、改正状況に合わせてより
幅広く展開できるよう取組みます。

以下の活動の促進を希望します。
・Nadcap ACの翻訳
・SCMHの翻訳の促進

・今後も、ACの翻訳を促進していきます。ウエブに掲示され
ていないACで対訳版を希望される場合には、別途、特殊工
程ＷＧまでお問い合わせ下さい。

・SCMHの翻訳も促進していきます。

SCMHについては、なるべく活動事例を追加し
て欲しい。

相応しい要領等があれば、今後の改訂作業に反映するよう
に致します。

特殊工程検討WGの活動で、作業規格への意
見反映にも取り組んで欲しい。

ご意見のアクション例として、本年度より、AMS熱処理工程ス
ペック（作業規格）への意見提言を開始しております。今後、
適宜、他の規格にも拡大していく方針です。

参加したい特定のワーキンググループがあり
ます。

各ワーキンググループの状況に応じて、参加の打診をさせて
頂くことがありますので、よろしくお願い致します。また、参加
の条件等につきましては、JAQG事務局にお問い合わせ下さ
い。

・特殊工程審査では、サプライヤーメリットとい
う制度がありますが、ISO審査では現在ありま
せんが、今後検討されてはどうでしょうか。

・日本人（語）での特殊工程審査の可能性はあ
りますか。

・特殊工程におけるサプライヤーメリットとは、認証の有効期
限延長の制度のことと理解しますが、国際的にQMSの認証
制度では1年毎の審査を実施することが規定されているた
め、それ以上の期間延長は認められていません。

・現在、ＰＲＩには非破壊検査、材料試験ラボ、溶接の各分野
に各１名の日本人監査員が居り、日本語での監査が実施さ
れています。今後、日本人監査員がさらに増えるよう、PRI日
本事務所に対し、支援を実施しています。


